
▶ 冒頭で区界における計画の取り扱いについ
て明記します（冒頭）。（エリア界の取り
扱いは、エリア別景観形成ガイドラインの
冒頭で記載します。）

▶ 事業者が理解しやすい具体的な内容や簡潔
で分かりやすい手引書等での周知を行うな
ど、景観計画の内容を共有しながら、地域
の魅力を高める創造的な提案につながるよ
う事業者との連携を図ります（P.65） 。

⑥公共空間における環境や人の活動
を重視した景観の視点 P.14

新宿区景観まちづくり計画改定の概要 令和3年度第5回 新宿区景観計画検討小委員会

1 新宿区景観まちづくり計画（素案）

▶ 「新宿区に共通する景観形成の方針」の「超高層ビルの景観形成」の中で、超高層ビル群の周辺と新宿駅周辺
が一団となって形成されるスカイラインのあり方を示します。

▶ 「新宿区に共通する景観形成の方針」の眺望の保
全の中で、高さに関する記述を追加します。

▶ 大規模建築物等に関する内容を景観まちづくり計
画（景観まちづくり推進施策）に位置づけ、都市
開発諸制度との連携の強化を図ります。

①超高層ビル群のスカイラインに関する景観形成 P.12

➁景観形成に影響を及ぼす建築物等の高さに関する考え方 P.12

▶ 「新宿区に共通する景観形成の方針」に「夜間景観
の形成」を追加し、地域特性に応じた照明計画や照
明の用途などについて誘導します。

▶ 「景観形成基準」の夜間景観に関する現行の基準に
ついて、規制（保全）と誘導（創出）の両面から精
査し、一部の地区で基準を追加します（一般地区、
水とみどりの神田川・妙正寺川地区）。

➂夜間の景観形成 P.14

▶ ユニバーサルデザインの推進に、具体的な内容を追加します。
▶ 「新宿区に共通する景観形成の方針」の「屋外広告物の景観形成方針」の中で、新た
な広告媒体への対応として、光・動き・音が相互に影響するデジタルサイネージ等に
ついて、街並みの連続性、住環境や自然環境などへの配慮が必要であること、今後の
技術の進化や社会情勢の変化への対応について追加します。

④新たな屋外広告物に関する景観形成 P.16～17

▶ 「新宿区に共通する景観形成の方針」の基本方針において、現行の計画に示
されている視点１～３（新宿区の成り立ちや特徴・貴重な景観資源）を基盤
とし、地域の人々に愛され、世界の人々を魅了するまちを目指して、歴史や
国際色が感じられる多様な景観特性をいかした新宿らしい景観づくりに取り
組みます。

⑤新宿らしい景観づくりに関する視点 P.11

▶ コロナ禍の影響を受けた新たな生活様式
やデジタル社会の到来などの社会情勢の
変化を踏まえ、人の活動に寄与する「公
共空間の景観形成」について、新たに
「新宿区に共通する景観形成の方針」に
追加します。

▶ コロナを機に、三密を回避できるゆとり
ある、人中心の都市空間の創出について
示します。

⑨運用にあたっての留意事項等

見取り図（案）

聖徳記念絵画館の眺望／新宿御苑からの眺望

歌舞伎町／神楽坂

⑧景観形成を推進する取組み紹介
▶ 今まで実施してきた景観シンポジウムや
景観まちづくり表彰など景観形成を推進
する取組みを紹介します（P.72～73）。

⑦まちの変化等にあわせた時点修正
▶ 大規模開発等によるまちの遷り変わり等
を踏まえ、時点修正を行います。

超高層ビル群のイメージ図（ベース図：３D都市モデルPLATEAU）

▶ 冊子としてのまとまりや明快で使いやすい構成とするため、全体・ページ構成の見直し、見取り図（上図）や用語
集の追加、デザインの統一等を行います。

▶ 重要な点やポイントを効率的に伝えることができる概要版の作成を行います。

⑩全体的な構成の整理
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9/6

６月

７月

８月

９月

事前調査
現行ガイドラインのレビュー

現行ガイドライン策定時以降の変化確認
現地調査での確認ポイント整理

事前まちあるき 等

■最終報告会

■参加者説明会

本調査・検討
現地調査の実施
改定素案の検討

デザインシートの作成

デザインシートを基にした
エリア別景観形成ガイドライン改定作業

■キックオフミーティング

■中間ミーティング

全体で集まる機会 チーム毎に進める作業

6/18

7/29

8/24

区が提供した基礎資料を基に、
各チームが担当エリアにおけ
る、現行ガイドライン策定以
降のまちの変化等について下
調べを行いました。

チーム毎に複数回現地調
査を行いました（全チー
ム合計延べ24日実施）。
区民委員の方に同行頂い
たエリアもあります。

指導担当の先生にアドバ
イスを頂きながら、現行
ガイドラインの見直し案
を検討し、デザインシー
トとしてまとめました。

学生の希望を基にチーム編成・
地区分担をしました。

各ミーティングで先生方から
アドバイスを頂きました。

最終報告会では、各チームか
ら検討結果を発表し、先生方
から講評を頂きました。

新宿区・コンサル 学生チーム

• アウトプットイメージの提示
• ベースマップや基礎情報等の提供
• 検討作業の管理・運営、サポート、とりまとめ

• 現地調査や文献調査等の実施
• 見直し案の提案

ワーキンググループ
指導担当の先生方・ご協力頂いた先生方

景観まちづくり審議会
有識者

景観まちづくり審議会
区民委員

現地調査への参加
意見や助言・指導情報共有

2
①エリア別景観形成ガイドライン P.79 ①ワーキンググループの実施

新宿区景観形成ガイドライン改定の概要 令和3年度第5回 新宿区景観計画検討小委員会

新宿区景観形成ガイドライン（素案）

▶ 具体的な方策の中で、スカイラインのあり方を示しま
す。また、区内外の視点場からのスカイラインのシ
ミュレーション図の作成を求めます。

▶ 夜間景観や頂部の意匠に関する内容を追加します。
▶ 公開空地は、以下の公共空間との整合性を図ります。

▶ 「総合設計の建築物等に係る景観形成ガイドライン」を「大規模建築物等に係る景観形成ガイドライン」
とし、対象とする建築物の範囲を広げます。

▶ 夜間景観に関する景観形成基準を追加します。

超高層ビル群の景観形成ガイドライン P.91～92

大規模建築物等に係る景観形成ガイドライン P.106～107

▶ 新たに「夜間景観形成ガイドライン」を作成し、良好
な夜間景観の創出を目指します。

▶ 地域の個性をいかした夜間景観（繁華街・歴史的街並
み・水辺等）の考え方や方策を示します。

▶ 環境への配慮の考え方や方策を示します。

夜間景観形成ガイドライン P.97～98

広域的要素別 大規模

▶ エリアマネジメント広告物、仮囲い広告物、デジタルサ
イネージに関して、地域貢献やまちづくりの観点から、
啓発事項や方策を追加します（屋外P.39） 。

▶ カラーユニバーサルデザイン、図と地の色彩の関係につ
いて方策を追加します（屋外P.45） 。

▶ 新たに「照明・光」「デジタルサイネージ等」を追加し、
輝度、色温度、動き、消灯時間、明るさ、音量、コンテ
ンツ等に関する方策を追加します。仮設の場合も配慮す
ることを明記します（屋外P.46～47）。

③屋外広告物に関する景観形成ガイドライン

▶ 大学と連携したワーキンググループを発足して現地調査等を行い、まちの変化や新たな視点により見直します。

エリア別景観形成ガイドラインの改定に向けた取組について3
▶ エリア別景観形成ガイドラインの改定については、全72エリアを、
現行ガイドラインの策定以降の変化が比較的大きいエリア（42エ
リア）と、比較的変化が少ないエリア（30エリア）に分け、前者
に関しては学生ワーキンググループ実施による見直し案検討、後
者に関しては時点更新を基本とした改定を進めています。

▶ ワーキングループは、６月下旬から９月上旬にかけての約３か月
間で実施しました。小委員会の有識者委員が教員を務める大学の
学生を中心とした景観まちづくりを学ぶ43名の学生に参加いただ
き、10のチームに分かれて、現地調査や地域分析を行いながら見
直し案の検討を進めて頂きました。

➁ワーキンググループで作成されたデザインシートの内容を踏まえたガイドラインの改定

▶ ワーキンググループで作成されたデザイン
シートの内容を踏まえて、景観計画やガイ
ドラインの改定内容等との整合性を図りな
がら、エリア別景観形成ガイドラインの改
定案を作成します。

▶ 見直し案検討にあたっては、近年の景観まちづくりの話題や社会
情勢の変化、景観計画等改定方針に関する視点なども踏まえた課
題の発見や具体策の検討に取り組んで頂きました。

▶ 各エリアの景観特性図において隣接エリア
の名前を記載する等、よりエリア同士の繋
がりがわかりやすくなるような工夫をしま
す。

デザインシートの例

ワーキンググループ運営体制

ワーキンググループ実施の流れ

公共空間の景観形成ガイドライン P.99～100
▶ 新たに「公共空間の景観形成ガイドライン」を作成し、
居心地の良い公共空間を目指します。

▶ 周辺景観との調和、建築物や公共施設と一体的な空間、
快適な歩行空間等の方策等を示します。

▶ 誰もが使いやすい公共空間を目指し、ユニバーサルデザ
インへの配慮、区民・事業者・行政の連携による公共空
間づくりについて考え方や方策を示します。

プロジェクションマッピング
（出典：国土交通省）

病院周辺のゆとりある歩行空間・滞留空間／新宿モア４番街

幹線道路／住宅街のエントランス

東京スカイツリー・新宿中央公園からの眺望

形態意匠の景観形成ガイドライン P.83～84
▶ 避けてほしい色彩（極端に明度差がある色彩）を追加します。

■ワーキンググループ参加者
指導を担当して頂いた先生方
東京大学 中島直人先生
工学院大学 篠沢健太先生
東京都市大学 坂井 文先生
東京理科大学 伊藤香織先生
芝浦工業大学 佐藤宏亮先生

ご協力頂いた先生方
早稲田大学 後藤春彦先生
工学院大学 野澤 康先生
東京都市大学 中島 伸先生
横浜国立大学 野原 卓先生
早稲田大学 佐々木葉先生

参加学生
東京大学・工学院大学
東京都市大学・東京理科大学
芝浦工業大学・横浜市立大学
横浜国立大学・早稲田大学
上記８大学の大学生・大学院生43名

以上合計53名
（先生方10名 学生43名）

➁区全域景観形成ガイドライン P.80～

X-X XXXエリア XXXX地区チーム：氏名（大学）、氏名（大学）・・・

エリアの
景観特性

景観特性の
ポイント

景観形成の
目標

（例）外濠からあふれ出す豊富な緑

（説明文）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

図

（例）迎賓館への眺めと西洋的意匠

（説明文）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

図

（例）開放感のある空間構成

（説明文）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

図

更新した
景観特性図▶

◀見直した景観特性
のポイント

（例）外濠の豊かなみどりを中心とした風格のあるまちなみへ

（例）外濠の豊かなみどりを守り育てていく。

▼見直した景観形成の目標と考え方

※例

デジタルサイネージ

設備等修景の景観形成ガイドライン P.85～86
▶ 修景用のルーバーのピッチ、ガラスの透過率等を追加します。

みどりの景観形成ガイドライン P.87～89
▶ 低木や地被類への配慮事項、郷土種、在来種や避けてほしい樹種を追加します。
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